


~ ™

o

20

19

18

17

16




16 17 18 19 20
16
13
11 26
12 14 12
17
12
1 13
1 27 14
2 9 11
2 23 13
3 8 11




1l



QOO0

QO OO

QOO OO

17




10



c72)




H17. . H17.







#

4
( 4
4
7
|4
I
5
OO
5




€y

&)
3)

©))

®)
(6

Q)

box







> > ®15,000 @ 2,000
> = ®10,000 @ 1,000
>
4 WEOEHO (A=)
{1E ) B i W i
L3 ] R
e o8H E 3 it F
e e e e e e & i ]
| P
[=] & & ]
e e i e e e
g SR 0y fiy
(Frim )

B — b - ok

L HoE O R il " F
—r ek E 3
L -2 o
L A Wiy
A B e £ Es 1
WO
WHE 1 EREER
L " L
(M) Emfis | e 38 A
=1 (RESREFRME) | W
" "




14

17

35
15

A AaAAAAA

o o S

~ ™

o



10

11

12

13

14

15



~ ™

o/ o/



N M

€
(2)
3)
(4)

€Y
(2)

1)
(2)
3)
(4)

[o N

14

30

24

13




w

o N O Ol

14

15 3
15 4
15 5

31
1
12

10



H15 H3 1
H9 1/10
H16 H9
S39 14
12
1
H16
1
1
H15 10 2
H15
H16 4

H16 4




H16 4

H17

H14 4

H14 8

H4

H11

H15

10




@)
@)
)

(4)

1)
2
3
4
5

AN AN AN AN

~— N N

~ A~~~

N M <

~— N N —




	『職員提案制度検討プロジェクト』
	調査研究報告書
	平成１７年４月
	１．プロジェクトの目的及び位置付け
	(１)行財政改革実施計画における位置付け　　　下記表のとおり
	シート整理番号
	１－３－４
	所　　管
	行政改革推進事務局
	実施項目
	職員提案制度の導入
	≪実施項目の主な内容≫
	・職員のセクションに囚われない柔軟な発想を引き出し、行政運営の改善やまちづくりに生かす職員提案制度を構築する。
	取り組みスケジュール
	取り組み事項
	Ｈ16
	Ｈ17
	Ｈ18
	Ｈ19
	Ｈ20
	職員提案制度の構築
	・先進事例の情報収集
	・職員提案制度検討プロジェクトの設置
	・制度の確立
	（職員提案制度実施要綱等の制定）
	・制度運用開始
	⇒
	⇒
	・提案審査会の設置
	⇒
	⇒
	期待する効果
	（目標）
	・職員の創造力、研究心及び町政運営への参加意欲を高め、町政各般にわたる業務を改善し、行政効率の向上を図るとともに、行政サ
	(２)組織内の位置付け　　　上富良野町行政組織内会議設置規則第２条第２項による
	２．プロジェクトの構成
	役職
	主幹職
	主査職以下
	庶務担当
	座　長
	多　湖　逸　郎
	小　澤　のり子
	吉　河　祐　樹
	鈴　木　真　弓
	副座長
	松　本　隆　二
	山　川　　　護
	中　島　聡　哉
	谷　口　裕　二
	副座長
	大　場　富　蔵
	山　田　智　子
	飯　村　明　史
	土　井　加代子
	岡　　　洋　祐
	狩　野　絹　枝
	高　橋　慎　也
	杉　原　直　美
	１６人
	３人
	１１人
	２人
	３．プロジェクトの任務
	第１回会議で以下の事項について、調査研究することを確認。
	・職員提案制度の原案（実施要綱案）の策定
	・提案審査会の設置に関すること
	４．プロジェクトの取組期間
	第１回会議において、進行スケジュールに対する意見を諮った結果、年度内の制度案策定を目標にし、会議運営にあたることを全体で
	（参考：当初スケジュール）
	・設置の日から平成１７年１２月末日（原案策定報告）まで
	・行財政改革実施計画における制度導入スケジュール
	Ｈ16
	Ｈ17
	Ｈ18
	Ｈ19
	Ｈ20
	・先進事例の情報収集
	・検討プロジェクトの設置
	・制度の確立（実施要綱等の制定）
	・制度運用開始
	・提案審査会の設置
	⇒
	⇒
	⇒
	⇒
	５．会議の開催経過
	会議名
	開催時期
	会場
	出席(庶務)数
	議事
	第１回
	平成16年
	11月26日
	役場第3会議室
	13（2）人
	①正・副座長の選出
	②任務と留意事項
	③進行スケジュール
	第２回
	12月14日
	役場第3会議室
	12（2）人
	①本町（役場組織）の現状と課題
	②先進事例の研究
	第３回
	平成17年
	1月13日
	役場第3会議室
	12（2）人
	①提案の流れ検証
	第４回
	1月27日
	役場第3会議室
	14（2）人
	①仮提案を用いた流れ検証
	第５回
	2月9日
	保健福祉総合
	センター会議室
	11（2）人
	①提案規程（案）について
	②提案の流れについて
	第６回
	2月23日
	保健福祉総合
	センター会議室
	13（2）人
	①提案規程（案）の取扱い
	②提案の流れについて
	③事務取扱要領（案）
	第７回
	3月8日
	保健福祉総合
	センター会議室
	11（2）人
	①提案規程（案）の取扱い
	②提案の流れについて
	６．調査研究の成果
	（１）上富良野町職員提案規程（案）の策定　　　　資料１　　４ページ～
	（資料）上富良野町職員提案規程の流れ　　　資料２　　９ページ
	職員提案規程（案）策定の基本的考え方
	・提案が早期に決断される仕組みとするため、町長への直接提案とし、過程の中で期限を設けること。
	・制度に感心を持ってもらい、継続での活用を促すために職員に公開すること。
	また、職員提案制度の策定導入にあたっては、計７回の会議を開催し、各プロジェクト員の意見から、以下の要点を整理する中で、規
	○職場の現状について
	・職場内の電子ネットワークが整備され、町長と職員間のメール送受信が可能。
	・職員からの意見聞き取りやプロジェクト的な取り組みでは、その結果等の職員に対する情報提供は不十分な点が見られた。
	・各種要望等の対応において、財政面の理由が見受けられ、政策決定過程が分かりづらい。
	・厳しい財政事情のなかで、予算を伴う提案に対しては、所管課が判断し対応することは難しい。
	・小さい職場（組織）において、互いが分かる隣同士の課（職員）に対して改善等の意見が出し合えていない。
	○制度導入に向けた留意点
	・職員が提案しやすい、発想しようと思うための職場環境づくり
	・制度の有無に関わらず、普段から意見が出し合える職場環境づくり
	・提案意見を組織として処理できる職場の土壌づくり
	・予算を伴う提案に対する別枠予算の確保、提案時期の設定
	・提案意見の実行性の担保
	・制度のマンネリ化により生かされていないケースもあり、強化月間の設置等
	・町長からのテーマに基づく提案募集
	・組織全体に関わるものの合意形成
	○制度の構築について
	・継続して運用される仕組み
	・簡単明瞭な仕組み
	・組織横断的な全庁的に取り組める仕組み
	・所管課が十分に評価できる環境と仕組み、第三者も含めた評価の検討
	・審査等は既存機関を活用（新設しない）
	・審査機関や評価機関を経由するよりも、直接町長に提案し早い決断がなされる仕組み
	・提案や回答内容の職員への公開
	（２）提案審査会の設置に関すること
	当プロジェクトの任務に位置付けられている審査会に関しては、提案に対する評価のあり方等を議論する中で、職員から直接提案を受
	７．調査研究に用いた参考資料等　　　　資料３１０ページ～　　　資料４１８ページ～上富良野町職員提案規程（案）
	平成17年　月　日
	訓  令　第　　号
	（目的）
	第１条　この訓令は、本町の事務事業の改善等に関して職員の関心、研究心及び熱意を増進させ、積極的な提案を促進し、町長が直接
	（提案事項の要件）
	第２条　提案事項は、事務事業に関連する工夫、考案、改善、企画等についての創意による具体的な案で、次の各号のいずれかに該当
	（１）事務事業の能率が向上するもの
	（２）住民へのサービスが向上するもの
	（３）経費が節減されるもの
	（４）収入増加が期待できるもの
	（５）公益上効果が増大するもの
	（提案者の資格）
	第３条　職員（嘱託職員及び臨時職員を含む。以下「職員」という。）は、単独又は共同で前条の提案をすることができる。
	（提案の方法及び時期）
	第４条　提案をしようとする職員は、提案票（様式第１号）に必要事項を記入し、参考資料があるときはこれを添えて、町長に提出す
	２　提案の提出は、随時行うことができるものとし、提案した職員（以下「提案者」という。）が希望する場合には、その提案内容を
	３　町長は特定の事項について、提案を募集することができる。
	（提案に関する事務及び登録等）
	第５条　提案に関する事務は、○○○○課で行う。
	２　前条の規定により提出のあった提案について、町長は提出のあった日から７日以内に提案登録台帳（様式第２号）への登録の有無
	３　前項により提案登録台帳へ登録すると判断した提案について、町長は○○○○課長に回付するものとし、回付を受けた○○○○課
	４　第２項の規定により提案登録台帳に登録しないと判断した提案について、町長はその理由を明らかにした文書をもって提案者に示
	５　第３項及び第７条第４項、第８条第３項に規定する職員に対する公表は、電子掲示板及び行政情報提供コーナーに掲出し、広く閲
	（提案の処理）
	第６条　町長は、前条第３項の規定により登録した提案の検討にあたり、提案者に説明を求める他、必要に応じてその所管に属する課
	２　提案の処理に当たり、提案者の職及び氏名は審査の間、これを秘密とする。ただし、第４条第２項及び次条第２項の規定により説
	（提案の審査及び報告）
	第７条　町長は、前条第１項に規定する提案者の説明及び参考意見書等を参考として、提案の審査を行い、その結果を提案審査結果票
	２　前項の提案の審査は、その必要に応じ町長、助役、教育長及び町長が特に必要と認めて指名する職員をもって行うことができるも
	３　第１項及び第２項の審査期間は、第５条第３項の提案登録台帳への登録の日から１ヵ月以内とする。
	４　町長は、第１項の規定による提案の審査の結果を提案審査結果票により職員に公表するものとする。ただし、提案者の職及び氏名
	（提案の実施）
	第８条　町長は、前条の規定による審査の結果、採択した提案について、関係課長に対しその実施に関し必要な事項を指示するととも
	２　前項の規定により提案を実施する関係課長は、その計画及びその後の実施状況を町長に報告しなければならない。
	３　町長は前項の報告を受けた場合には、職員に対し、その内容を公表するものとする。
	（所属長の役割）
	第９条　所属長は、所属職員に対して、事務事業の改善に関する意欲の高揚を図るとともに、提案の気運を高めるように配意しなけれ
	（権利の帰属）
	第10条　この訓令による提案及び業務改善に関するすべての権利は、町に帰属する。
	附　則
	１　この訓令は、公布の日から施行する。
	様式第１号
	提　　　案　　　票
	提出月日
	職・氏名
	所属名
	平成  年  月  日
	題　　名
	提案内容
	直接提案の希望
	（説明）
	提案時\(第4第2項）
	希望する
	希望しない
	審査時(第7第2項)
	希望する
	希望しない
	提案時（説明）希望時期：平成　　年　　月　上旬・中旬・下旬
	添付書類
	有　　　・　　　無
	（ある場合はその名称を記入）
	備　　考
	※受理欄
	受理月日：平成　　年　　月　　日
	受理番号：
	関係課名：
	様式第２号
	提案登録台帳
	受理№
	受理月日
	提出月日
	職・氏名
	所属名
	H17.  .
	H17.  .
	題　　名
	提案概要
	直接提案
	無　・　有
	提案時（平成　　年　　月　　日）
	審査時（平成　　年　　月　　日）
	審査結果
	審査年月日：　平成　　年　　月　　日
	結　　　果：　採択　・　否
	備　　考
	受理№
	受理月日
	提出月日
	職・氏名
	所属名
	H17.  .
	H17.  .
	題　　名
	提案概要
	直接提案
	無　・　有
	提案時（平成　　年　　月　　日）
	審査時（平成　　年　　月　　日）
	審査結果
	審査年月日：　平成　　年　　月　　日
	結　　　果：　採択　・　否
	備　　考
	様式第３号
	提案審査結果票
	平成　　年　　月　　日
	（提案者）　　様
	上富良野町長
	あなたがこのほど上富良野町職員提案規程に基づき提案された事項について、規程第７条第１項の規定により、次のとおりお知らせし
	記
	受理月日
	平成    年    月    日
	受理№
	題　　名
	審 議 者
	審 査 日
	平成　　年　　月　　日
	審議結果
	採択　・　否
	（提案に対する意見）
	（参考：関係課意見）
	備　　考
	「調査研究の参考に用いた自治体の事例」　　京都府
	「調査研究の参考に用いた自治体の事例」　　埼玉県志木市
	「新・職員提案制度の導入について」
	１　事業概要
	現行の職員提案制度を廃止し、職員の新たな視点からの提案を取り上げやすく、また、市政に反映しやすく整備するとともに、希望に
	２　事業の目的
	現在の提案制度は、自己の業務改善等、目先の提案が中心なっていることから提案内容の行き詰まりがマンネリ化を招いており、提案
	（１）改正の目的
	①スローガンは「徹底したムダの排除」
	②職員の改革意識（明日のことを考える職員）の醸成
	（２）改正の具体的な内容と効果
	①職員が、直接市長に提案をし、コメントをもらうことによって、より一層の提案意欲を高める。
	②提案を、より政策や予算等に反映させやすくするために、提案委員会を公募制ではなく、政策審議室、秘書人事課、財政課の長をメ
	③提案に「継続研究」の項目を加え、継続して経過を研究し、最終的には、その提案が取り入れられる環境づくりを目指す。
	④提案者が、希望によっては提案した関係部署に人事異動を希望できることとし、職員の適材適所・やる気を引き出す。
	３　事業費　　　１３２千円　　金賞× ２件敢闘賞× ６件@15,000 @ 2,000
	銀賞× ５件提案賞×１０件@10,000 @ 1,000
	銅賞× ６件
	５ 制定日平成１６年４月１日「調査研究の参考に用いた自治体の事例」　　北海道旭川市
	旭川市職員提案規程
	昭和35年６月17日　訓令第14号
	改正　平成15年４月１日　訓令第４号
	（目的）
	第１条　この訓令は，本市事務事業の改善等に関して職員の関心，研究心及び熱意を増進させ，積極的な提案を促進し，職員の提案を
	（提案事項の要件）
	第２条　提案事項は，事務事業に関連する工夫，考案，改善，企画等についての創意による実現可能な，具体的，かつ，建設的な案で
	(１)　事務事業の能率が向上するもの
	(２)　市民へのサービスが向上するもの
	(３)　経費が節減されるもの
	(４)　収入増加が期待できるもの
	(５)　公益上効果が増大するもの
	２　前項の規定に該当するもののほか，本市の発展に寄与する施策及び政策の立案に係るものも提案することができる。
	（提案者の資格）
	第３条　職員はすべて単独又は共同で前条の提案をすることができる。ただし，課長（課長に相当する職を含む。）以上の職にある者
	（提案の方法及び時期）
	第４条　提案をしようとする者は，提案票（様式第１号）に必要事項を具体的に記入し，参考資料があるときはこれを添えて行財政改
	２　提案は，随時行うことができる。ただし，特定の事項について特に期間を定めて提案を募集することがある。
	（提案の登録及び却下）
	第５条　前条の規定により提案を受けた行財政改革推進課長は，速やかに提案登録台帳（様式第２号）に登録しなければならない。た
	(１)　既に提案された事項と著しく類似しているもの
	(２)　単なる不平不満又は欠点などの状態を記述してあるもの
	（提案の処理）
	第６条　行財政改革推進課長は，受理した提案の内容が特定の課に限られたものについては，その所管に属する課長（食肉衛生検査所
	２　関係課長は，提案の内容を調査検討し，提案参考意見書を行財政改革推進課長に提出しなければならない。
	３　行財政改革推進課長は，提案に前項の提案参考意見書を添えて，提案審査会（以下「審査会」という。）の審査に付するものとす
	４　提案の処理に当たり，提案者の職及び氏名は審査の間これを秘密とし（次条第２項の規定により説明を受ける場合を除く。），入
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	6　委員長に事故あるときは，副委員長がその職務を代理する。
	7　委員会の会議は，必要に応じ，委員長が招集する。
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